
島本町立第一中学校 授業研究会
～「探究学習」及び「非認知能力」の育成と「自学自習力」の向上～

令和７年１２月５日（金）

大阪教育大学 辻本 堅二



はじめに



・クラスの班ごとに企画書（解決に貢献したい社会課題，起業の内容，利益をどのように活用するか）を作成
・班ごとにプレゼン → 採択 → クラス単位で取り組む ※大阪教育大学附属池田中学校 2年生の実践より（映像は令和7年10月24日 ）

池田地区が考える「アントレプレナー
シップ」は，「発想力」「チャレンジ精
神」「行動力」「自責思考」「忍耐力」
であり，
それら資質・能力をもとに，国や文化を
超えたグローバルな視点で世界や社
会の課題を解決すべく，
未来志向の新たな価値観を創造し，社
会を改革するグローバルリーダー（社
会を牽引する実力ある探究人）の輩出
をめざしている。

アントレプレナーシップ 起業体験

目的：新たな価値観の創出

自己肯定感 自己有用感

手段：社会貢献活動（起業体験）

「発想力」「チャレンジ精神」「行動

力」「自責思考」「忍耐力」



参考：「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示） 総合的な探究の時間編解説， 文部科学省，平成 30 年 7 月」

非認知能力の育成・醸成

自学自習力の向上

生涯学習者（自己，社会の Well-ｂeing の探究者）

探究学習（「探究を軸」として）

「探究学習」及び「非認知能力」と「自学自習力」の構造

単元設計に
基づく授業

振り返りによる評価
（OPPシート等）

「行動力」から「新たな
価値観の創出」へ



・ はじめに ～「アントレプレナーシップ」の視点～

ー 目的は「新たな価値観の創出」

「探究学習」「非認知能力」「自学自習力」の構造化

・ 現状課題と次期学習指導要領に向けた基本的な考え方

・ 深い学びにつながる単元設計
ー 逆向き設計 見方・考え方 単元設計

・ 学習評価の考え方と非認知能力の見取り

ー 新たな学習評価の考え方

 ー 非認知能力の見取り（試案）

・ さいごに

Contents



現状課題と次期学習指導要領に向けた基本的な考え方



令和 ７年 ９月 25 日

中央教育審議会 教課程企画特別部会
から

「論点整理」

論点整理①（教育課程企画特別部会 令和７年９月25日）



在留外国人統計（法務省 令和6年度末）より作成 【出典】海外在留邦人数調査統計（外務省 令和6年6月末）

【出典】内閣府

Society 5.0 グローバル化

人生100年時代
人口減少

論点整理② 教育を取り巻く構造変化



論点整理③ 児童生徒の多様性を包摂する必要性（小・中）



世界競争力（経済）の低迷

昨年は38位

社会からの要請
「期待する資質・能力」

「主体性」「協働力」「実行
力」「学び続ける力」「課題設
定・解決能力」「論理的思考

力」「創造力」etc.

論点整理④ 我が国の経済状況と若者に求められる資質・能力



論点整理⑤ 日本と諸外国の若者の意識調査から



「論点整理 p5 中央教育審議会 教課程企画特別部会， 令和７年９月25日」を一部加筆

論点整理⑥（教課程企画特別部会 令和７年９月25日）



「論点整理 p6 中央教育審議会 教課程企画特別部会， 令和７年９月25日」を一部加筆

論点整理⑦（教課程企画特別部会 令和７年９月25日）



「論点整理のまとめ（平成27年8月 文部科学省）」より

論点整理⑧ 学習指導要領等がめざす姿(1)



「論点整理のまとめ（平成27年8月 文部科学省）」より

論点整理⑨ 学習指導要領等がめざす姿(2)



深い学びにつながる単元設計



「学習指導要領を活用した授業づくり」 R7.2.17 教育課程企画特別部会 資料 より 抜粋

単元設計① 中教審 教育課程企画特別部会 より(1)

（学習指導要領の活用）
・教科横断的な視点によるカリキュラム・マネジメントが遅々として進まない現状がある。各教科で「社会に開いている部分は
何か」をもっと見つめていく必要がある。

（教科書や教師用指導書の活用）

・教科書は，「教育課程の構成に応じて組織配列された教科の主たる教材」であることが理解されておらず，やらされ感の下
での教科書をこなす授業が少なくない。教科書が最後まで終わらない場合，保護者からの苦情が来ることもある。

・教科書を「しっかり教えなければならない」「終わらせなければならない」という教科書至上主義の呪縛が依然としてある。

・授業を行う際は，教師用指導書やHow to 本を参考にする。授業を行う前に，まずは教師用指導書を確認し，それをなぞる
だけの授業を行う。教師用指導書は，本時の流れや発問も書かれており，教材研究が短時間で済み，それで教材研究を行っ

たつもりになる。目の前にいる児童生徒の実態を鑑みていないので授業がファストフード化し，進度は順調であっても，子ど
もの学びが浅くなっている。また，理解や学びが深くならないことを児童生徒のせいにすることもある。

（授業のデザイン 教材・児童生徒・指導観）

・一斉授業が主であり，答えは教師が後ろ手で隠している。教師はとにかくよくしゃべり，児童生徒は我先に正解を言い当て

にいき，一問一答で授業が進んでいる。

・いちいち学習指導要領や教師用指導書を見なくても，何年も使っている自作プリントなど過去の教授履歴通り進めば，授業
ができるので何も困っておらず，いわゆる「廊下での教材研究」に終始している。自分が受けてきた授業の再生から抜け出
せず，観点別評価の意味もよく理解されていない。また，プリント学習のこだわり（プリントのデジタル化を含む）から抜け出
せていない。



（授業のデザイン 教材・児童生徒・指導観）
・とにかく，児童生徒が問題を解けるようになればよい。そのためにドリル等を使用し，反復練習を重視している光景がよくみ
られる。

・授業の軸がぶれ，方法論のみにこだわっているケースも散見される。

・様々な「〇〇メソッド」「〇〇スタイル」が氾濫し，教材や内容の検討（教材観）や，児童生徒の」実態把握（児童生徒観）

が希薄になり，指導観が借り物になってしまっている。

（授業のデザイン 単元計画・評価計画の作成）

・本時主義に陥っており，授業の計画は一単位（小：４５分・中：５０分）のみで考えている。評価についても毎時間行わなけ
ればならないと思っている。

・指導に生きる評価が甘く，指導と評価の一体化が看板倒れに終わっている。そもそも，授業が学習評価にまで行きつかな
いケースも見られる。また，評価が一時代前の価値（関心・意欲・態度など）で評価をしてしまっている場面がある。

（授業のデザイン 学習環境の整備）
・ICT機器などを使用することに抵抗感を持っており，チョーク ＆ トーク型授の授業から抜け出せていない。

・端末の利用が目的化しており，授業がスマートであっても，深い学びになっていない授業も散見される。

「学習指導要領を活用した授業づくり」 R7.2.17 教育課程企画特別部会 資料 より抜粋

単元設計② 中教審 教育課程企画特別部会 より(2)



単元設計③ 「タテ・ヨコの関係」の可視化による「深い学び」の具現化

「論点整理 p12 中央教育審議会 教課程企画特別部会， 令和７年９月25日」を一部加筆

深い思考力
を育む教科

学習

パフォーマンス
課題

現実社会
の課題解

決に即した
文脈



持っている知識をつなぐ

知識
知識

知識

知識

知識

知識

知識

概念

アウトプット

新たな

場面で活用

単元設計④ 深い思考力を育む教科の学習(1)



数学

中学１年生
「データの活用」

感覚を数値という根拠を持って示す

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より

単元設計⑤ 深い思考力を育む教科の学習(2)



数学

「長方形」って

知ってますか？

単元設計⑥ 深い思考力を育む教科の学習(3)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学

「長方形」って

美しいですか？

単元設計⑦ 深い思考力を育む教科の学習(4)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学

A B

C

D

人が思う

美しい長方形って？

単元設計⑧ 深い思考力を育む教科の学習(5)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学

人の

感覚

傾向

ある？

単元設計⑨ 深い思考力を育む教科の学習(6)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学アンケートでデータ収集

単元設計⑩ 深い思考力を育む教科の学習(7)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



感覚を数値という根拠を持って示す 数学

1000個の生データ

iPadで処理

単元設計⑪ 深い思考力を育む教科の学習(8)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



感覚を数値という根拠を持って示す 数学

1.5 1.7〜

単元設計⑫ 深い思考力を育む教科の学習(9)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



正しく数値化するための学習→人数の違いをどうするか 数学

単元設計⑬ 深い思考力を育む教科の学習(10)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学

データの処理

なぜを追求

単元設計⑭ 深い思考力を育む教科の学習(11)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



数学

レポートの相互評価
で指摘し合う

単元設計⑮ 深い思考力を育む教科の学習(12)

大阪教育大学附属池田中学校 井場 恒介先生の実践より



国語本の紹介 〜伝わる・伝えるとは〜

大阪教育大学附属池田中学校 西川 和貴先生の実践より

単元設計⑯ 深い思考力を育む教科の学習(13)



国語本の紹介 〜伝わる・伝えるとは〜

単元設計⑰ 深い思考力を育む教科の学習(14)

大阪教育大学附属池田中学校 西川 和貴先生の実践より



国語本の紹介 〜伝わる・伝えるとは〜

単元設計⑱ 深い思考力を育む教科の学習(15)

大阪教育大学附属池田中学校 西川 和貴先生の実践より



英語生成AIとの対話〜情報を鵜呑みにせず，自分で吟味〜

大阪教育大学附属池田中学校 中田 未来先生の実践より

単元設計⑲ 深い思考力を育む教科の学習(16)



英語生成AIとの対話〜情報を鵜呑みにせず，自分で吟味〜

なぜ

その単語？

その文章？

単元設計⑳ 深い思考力を育む教科の学習(17)

大阪教育大学附属池田中学校 中田 未来先生の実践より



社会

単元設計㉑ 深い思考力を育む教科の学習(18)

テーマ：「選挙制度の課題」
①「選挙に行かない理由って何？」個人思考→交流→全体での共有

② 世代別の投票率（データ）提示「何が見とれるか，どの世代に課題を感じるか」

③「では，それを克服するための手立てや工夫は？」

問い

データ
提示

対話
（生徒間）

対話（生徒，
教師間）

全体
シェア

「選挙制度（中３）」 島本町立第一中学校 森脇 俊介先生の実践より



持っている知識をつなぐ

知識
知識

知識

知識

知識

知識

知識

概念

アウトプット

新たな

場面で活用

(知識の転移)

単元設計㉒ 深い思考力を育む教科の学習(19)



①求められている結果
→本質的な問い

永続的理解

②承認できる証拠
→評価

③学習経験と指導の計画
→単元設計書

本質的な問い
永続的理解

評価

単元設計書

単元設計㉓ 逆向き設計（Backward Design）



学習指導要領の一層の構造化（令和7年２月１７日 教育課程企画特別部会）

単元設計㉔ 資質・能力から出発する授業づくりのイメージ

逆向き設計
（Backward

Design）

アクティブ・ラーニングの視点

「主体的な学び」
「対話的な学び」

↓
「深い学び」

これらの観念が抜
けると

↓

「活動主義」
「網羅主義」

↓

伝統的な設計における
双子の過ち



「学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点」 R7.4.25 教育課程企画特別部会 資料 より

単元設計㉕ 見方・考え方(1)



単元設計㉖ 見方・考え方(2)

「学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点」 R7.4.25 教育課程企画特別部会 資料 より

永続的理解
本質的な問い

見方・考え方



単元設計㉗ 見方・考え方(3)

「単元設計書」と総括的評価課題（パフォーマンス課題）の作
り方

① 単元を選ぶ（適切なサイズの単元を設定する）。

② 教科の「見方・考え方」に着目して単元を捉える。

③ 単元目標と単元全体の評価規準を設定する（学習指導要領
解説や「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参
考資料を参考）。

④ 単元の中核に位置する重点目標に見当をつけつつ，取り組む
課題のイメージを持つ。

⑤ 「本質的な問い（単元を貫く問い）」を明確にする。

⑥ その問いに対してどのようなレベルの答えに 達してほしい
（「原理や一般化」についての「永続的理解」）を明文化＋ル

ーブリックの作成

⑦ 総括的評価課題（パフォーマンス課題）のシナリオをつくる。
    

単元計画書テンプレート（奥村好美・西岡加名恵『「逆向き設計」実践ガイドブック』日本標準，2020
年を参照）



教科・学年 単元 見方・考え方

英語・第３学年 AI Technology 
and Language

外国語でコミュニケーションを図るために、外国語やその背景にあ
る文化を社会や世界、他者との関わりの中で捉え、目的・場面・状
況等に応じて、情報や自分の考えなどを形成、整理、再構築する。

社会・第２学年 江戸時代の幕府
政治の動き

江戸時代の内政に目を向け、江戸幕府の諸改革について理解し、幕
府の政策が農村の変化や商業の発達などの社会に及ぼした影響につ
いて考察する。改革を経済の視点や福祉の視点から多角的に分析す
ることで、それぞれの改革が社会に及ぼした影響を理解する。

技術・第１学年 等角図を描いて
みよう！

等角図は部品や構造を的確に伝える手段。道具や装置を組み立てる
ときの考え方に直結し，立体構造を把握することで、実際の組立順
や必要な部品などを論理的に予測できる。また，機能や耐久性など
現実的な条件も踏まえた視点で図を活用する。

理科・第３学年 新しいものとつ
くりについて探
究する

自然環境や科学技術と人間とのかかわりについてを、日常生活や社
会と関連づけながら、持続可能な開発目標の達成に向けて、自分の
意見を科学的・論理的に説明することができ、持続可能な開発目標
の達成に向けて自分の考えを広げ深める。

単元設計㉘ 見方・考え方(4)
島本一中（令和7年7月24日 校内研修ワークショップより 一部抜粋）



単元設計㉙ 本質的な問いと永続的理解(1)

「単元設計書」と総括的評価課題（パフォーマンス課題）の
作り方

① 単元を選ぶ（適切なサイズの単元を設定する）。

② 教科の「見方・考え方」に着目して単元を捉える。

③ 単元目標と単元全体の評価規準を設定する（学習指導要領
解説や「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参
考資料を参考）。

④ 単元の中核に位置する重点目標に見当をつけつつ，取り組む
課題のイメージを持つ。

⑤ 「本質的な問い（単元を貫く問い）」を明確にする。

⑥ その問いに対してどのようなレベルの答えに 達してほしい
（「原理や一般化」についての「永続的理解」）を明文化＋ル

ーブリックの作成

⑦ 総括的評価課題（パフォーマンス課題）のシナリオをつくる。
    

単元計画書テンプレート（奥村好美・西岡加名恵『「逆向き設計」実践ガイド
ブック』日本標準，2020年を参照）

１．「永続的理解」を言語化する。
生徒は,～～は・・・だと理解する。

●重大な概念は何か？
●それらについて，どのような特定の理解が求められているのか？
●どのような誤解が予想されるのか？

２．「本質的な問い」
生徒を永続的理解に導く，単元を貫く問い

●どのような刺激的な問いが，探究，理解，学習の転移を促進するのか？



教科・学年 単元 本質的な問い 永続的理解

英語・第３学年 AI Technology 
and Language

なぜ関係代名詞thatは主語
が人でもものでもいけるの
か？

関係代名詞which/who/thatの使うそれぞ
れのルールを知り、文を使い分けることが
できる。

社会・第２学年 江戸時代の幕府政
治の動き

財政問題を克服する時には、
どのような政策が必要か？

経済や福祉のあり方は政治によって左右さ
れ、それによって私たちの生活も左右され
る。

国語・第２学年 敬語 なぜ人は敬語を使うのか？ 敬語を使うことは、相手を尊重しながら円
滑なコミュニケーションをとることに役立
つ。

数学・第１学年 なぜ文字を使うのか？ 文字は、数量の関係を一般的に表すことが
できる。数の代わりに文字を用いることで、
「すべての場合」に共通するルールを表現
することができる。さらに現実の問題を数
式に翻訳した表現である。

単元設計㉚ 本質的な問いと永続的理解(2)

島本一中（令和7年7月24日 校内研修ワークショップより 一部抜粋）



「資質・能力」を育てるパフォーマンス評価，西岡加名恵，
２０１６ より

「パフォーマンス課題」とは，
知識やスキルを総合して使い
こなす（活用・応用・総合す
る）ことを求められるような課
題で，実演（プレゼンテーショ
ン，ディベート，演技，演奏な
ど）と作品の制作（レポート，
論文，ポスターなどである。

→ひとまとまりのパフォーマン
ス課題によって，高次の能力
を可視化させ，直接的に評価
する。

単元設計㉛ パフォーマンス課題とルーブリック(1)



単元設計㉜ パフォーマンス課題とルーブリック(2)

「単元設計書」と総括的評価課題（パフォーマンス課題）の
作り方



単元設計㉝ パフォーマンス課題とルーブリック(3)

「オススメのプランを紹介しよう（島本町立第一中学校 宮田 勇進先生の実践）より」



単元設計㉞ パフォーマンス課題とルーブリック(4)

「オススメのプランを紹介しよう（島本町立第一中学校 宮田 勇進先生の実践）より」



参考：「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示） 総合的な探究の時間編解説， 文部科学省，平成 30 年 7 月」

非認知能力の育成・醸成
自学自習力の向上

生涯学習者（自己，社会の Well-ｂeing の探究者）

探究学習（「探究を軸」として）

主体性
（主体的）

協働性
（対話的，
合意形成）

深い学び

「探究学習」及び「非認知能力」と「自学自習力」の構造

「論点整理 p12 中央教育審議会 教課程企画特別部会， 令和７年９月25日」を一部加筆



学習評価の考え方と非認知能力の見取り



評価① 新たな観点別のイメージ(1)

「豊かな学びに繋がる学習評価の在り方 （令和7 年 ７月４日 教育課程企画特別部会）」より

①「主態」評価の改善

②評価の頻度やタイミング

③中核的な概念等との関係

・個人内評価

・評定せず



「豊かな学びに繋がる学習評価の在り方 （令和7 年 ７月４日 教育課程企画特別部会）」より

評価② 新たな観点別のイメージ(2)（学びに向かう力・人間性等）

評価観点が
２つになるわ
けではない。



評価③ 評価の頻度

「学習評価の在り方ハンドブック」より



教科：国語（中学校２年生）

単元：言葉の架け橋 ～“訳”の挑戦を探究する～

単元目標 
・知識及び技能に関して  
・作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しむ。（３）ア  
・現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方について知る
ことができる。（３）イ 

・思考力，判断力，表現力等に関して 
・読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整えることができる。B（１）エ 
・観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えることができ
る。C（１）エ 

・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすること
ができる。C（１）オ 

・学びに向かう力，人間性等に関して 
・言葉がもつ価値を認識するとともに，我が国の言語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。 

評価④ 評価計画(1)

大阪教育大学附属池田中学校 国語科 永井涼子先生の実践より



評価⑤ 評価計画(2)

大阪教育大学附属池田中学校 国語科 永井涼子先生の実践より



評価⑥ 評価計画(3)

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 
※OPP シート…一枚ポートフォリオ評価でもちいる。このシートに学習者が学習
前・中・後の履歴を記録することで，学習や授業に関わる認知過程の実態を可視
化され，形成的評価を図ることができる。 大阪教育大学附属池田中学校 国語科 永井涼子先生の実践より



評価⑦ 評価計画(4)

大阪教育大学附属池田中学校 国語科 永井涼子先生の実践より

定期テストも総括的評
価（記録に残す評価）に

加える。

（知識・技能，
思考・判断・表現）



本単元のパフォーマンス課題として，書評家になり切って書評を書くという言語活動を行う。具体的には，授業者が提示

した「枕草子」の三種類の現代語訳を読み比べ，それぞれの現代語訳が原文の意図や雰囲気をどの程度反映しているの
か，意図や雰囲気を十分に伝えきれていない点があるとすれば，それはどのような点なのか，といったことについて考察し，
読み比べた物の中から一冊を選び，書評を書くという活動を行わせる。

この活動を通じて，生徒たちには，訳はあくまで訳であるため，原文の意図を伝えきれなかったり，場合によっては誤った印
象を与えたりすることがあるかもしれないことを理解させた上で，それでも訳があることで文学作品は長く広く読み継がれ
る可能性があることを認識させたい。そして，自分の言語文化にも，異なる言語文化にも，親しみ，尊重する態度を育てたい。
また，作品は読み手を意識して作られていることを理解させ，今後の自分の創作活動につながる表現力を育てたい。 

評価⑧ 評価計画(5)

大阪教育大学附属池田中学校 国語科 永井涼子先生の実践より

指導者としての
「思い」「願い」



評価（OPPシート自己評価） 探究的な数学の学習「どのような考え方を使えば自然界の模様を紐解いていけるのだ
ろうか（中１）」 大阪教育大学附属池田中学校 井場恒介先生の実践より

評価⑨ 非認知能力の見取り(1-1)

単元を通して
の学習者の

変容



評価⑩ 非認知能力の見取り(1-2)

探究的な数学の学習「どのような考え方を使えば自然界の模様を紐解いていけるのだ
ろうか（中１）」 大阪教育大学附属池田中学校 井場恒介先生の実践より

フィードバックの重要性！
（形成的評価）



OECDの研究

非認知能力

島本一中授業研究会資料（令和６年１２月６日）より

学習者の変容 社会情動的スキル
の見取り

非認知能力
の見取り

OPPAの活用
(One Page Portfolio Assessment)

評価⑪ 非認知能力の見取り(1-3)



非認知を見取るプロンプトと分析結果（試案③）
# 分析・整理 ＋ 伸長ワードの抽出 ＋ 学習者へのサポート(アドバイス)

添付された文書（OPPシート等の振り返りシート）から、非認知能力に関してポジ
ティブに見取れる部分を３つのカテゴリに分けて、それぞれの学習前・学習後の変化
や自己評価の内容、２枚目の記述も踏まえて分析・整理してください。また，それぞ
れについて，３つのカテゴリの何が伸長したのかも記述してください。加えて，今後
の学習に対する取組アドバイスも最後に示してください。

＃ ３つのカテゴリ

１．目標の達成（忍耐力，自己抑制，目標への情熱）
２．他者との協働（社交性，敬意，思いやり）
３．情動の制御（自尊心，楽観性，自信）

※ 非認知のカテゴリは，社会情動的スキル（OECD,2015）を参照
※ 生成AI “Copilot” を活用。回答は筆者が編集

評価⑫ 非認知能力の見取り(1-4)



１．目標の達成（忍耐力，自己抑制，目標への情熱）

①-1学習前の様子
・「図形の授業で新しい図形の見方を学ぶ」と捉えており、知識の習得が目的だった。
・作図や図形の性質に対する理解は断片的で、目標への情熱は限定的。

①-2学習後の変化
・「図形を活かして世界に貢献する」という視点に変化し、学びの目的が社会的意義へと広がった。
・「目的・目標・手段を履き違えないようにする」といった柔軟な思考が育まれ、自己抑制力が向上。
・「知識の本質を理解し、使いこなす力が必要」と認識し、目標達成への情熱が高まっている。

②自己評価の内容
・「図形の知識を広げ、活かす」という姿勢が定着。
・「論理的にまとめ、整理する力がついた」と自己評価しており、忍耐力と計画性の向上が見られる。

③２枚目の記述からの補足
・「作図の中に円が見える理由を探る」「転移スキルを意識する」など、深い探究心と継続的な努力
が見られる。

④伸長した要素： 目標への情熱と自己抑制

評価⑬ 非認知能力の見取り(1-5)



２．他者との協働（社交性，敬意，思いやり）

①-1学習前の様子
・個人の気づきや分析が中心で、協働的な学びは限定的だった。

①-2学習後の変化
・「ワールドカフェ形式で他の班の意見を取り入れた」「みんなの意見を聞いてよく見てみると」など、他
者との協働が活発化。

・「新しい作図法を考え、紹介し合う」など、社交性と敬意をもって学び合う姿勢が育まれている。

②自己評価の内容
・「自分の学びを発信できる総括的評価課題に活かしたい」と記述しており、他者との協働を通じた自
己成長が見られる。

③２枚目の記述からの補足
・「自然界の模様をパターン化し、論理的に説明する」など、他者の視点や社会的文脈を取り入れた学
びが進んでいる。

④伸長した要素： 敬意と思いやり

評価⑭ 非認知能力の見取り(1-6)



３．情動の制御（自尊心，楽観性，自信）

①-1学習前の様子
・図形に対する興味はあるものの、「言語化がうまくできない」など、自己表現に不安が見られた。

①-2学習後の変化
・「図形の面白さを改めて思った」「本質にタッチできた」といった記述から、自信と楽観性が育ま
れている。

・「知識の性質・本当の意味を理解し、人に説明できるほどに理解することが必要」と、自尊心の高
まりが見られる。

②自己評価の内容
・「図形の知識を使って世界に貢献できる」と捉え直し、自己効力感が向上。
・「図形の授業の目的は、生活に活かすこと」と認識し、前向きな姿勢が定着。

③２枚目の記述からの補足
・「自然界に通ずる図形の可能性を感じた」「麒麟の模様の書き方を論理的に説明」など、自信
をもって探究する姿勢が見られる。

④伸長した要素： 自信と楽観性

評価⑮ 非認知能力の見取り(1-7)



◎今後の学習への取り組みアドバイス

1. 転移スキルの強化
今までの知識を新しい問題に応用する力が育まれているので、「この場面で使える知識は何

か？」を意識する習慣を続けましょう。

2. 意味の探究を継続する
「なぜその作図が成り立つのか」「その性質は何か」といった問いを持ち続けることで、知識が深

まり、論理的思考力がさらに伸びます。

3. 協働的な学びの場を活かす
他者の視点やアイデアを積極的に取り入れることで、より広い視野と柔軟な思考が育まれます。

ワールドカフェ形式などの活動を大切に。

4. 自己表現の練習
自分の気づきや考えを言語化する力は、学びの質を高める鍵です。図形の性質や意味を「誰かに

説明する」つもりで整理してみましょう。

評価⑯ 非認知能力の見取り(1-8)



評価⑰ 非認知能力の見取り(2-1)

「財政問題の克服する時には，どのような政策が必要だろうか（中２）」 島本町立第一中学校 森脇 俊介先生の実践より

〇「学びを方向付ける人間性」を見取る
・初発の思考や行動
・学びの主体的な調整
・対話と協働

※ 「豊かな学びに繋がる学習評価の在り方 （令和7 年 ７月４日 教育課程企画特別部会）」を参照。
※ 生成AI “Copilot” を活用。回答は筆者が編集



評価⑱ 非認知能力の見取り(2-2)

１．初発の思考や行動 
★抽出された内容
•「財政問題を克服する時には、どのような政策が必要だろう?」という問いに対して、「少子高齢化を解決する」
「福祉の充実の方が大切」と自分の考えを明確に記述。
•「経済の発展を重視しているときに、大災害が起きたら…貧富の差が争いにつながるかもしれない」と社会的影
響を想像。

★分析
初発の思考において、自分の生活や社会の現状と歴史的課題を結びつけて考える力を発揮しています。単なる知

識の暗記ではなく、「今の社会にとって何が大切か」という価値判断を含んだ思考が見られ、これは人間性の根幹
である「倫理的・社会的感受性」の表れです。

２．学びの主体的な調整 
★抽出された内容
•「この単元を学習する前は財政問題についても何も知らなかった」と自己認識を示し、「経済と福祉は両立するの
が難しい」と学習を通じて得た気づきを記述。
•「でも結局はバランス良くするのが良いと思う」と、学習を通じて自分の考えを調整。
★分析

学習を通じて自分の考えを更新し、より複眼的な視点を獲得している点が高く評価できます。これは「メタ認知的
な調整力」の発揮であり、学びを単なる情報取得ではなく、自己の価値観や判断力の成長につなげている証です。



評価⑲ 非認知能力の見取り(2-3)

３．対話と協働 
★抽出された内容
•「経済の発展を重視している人へ『みんながお金を持ったら、米をたくわえることもできる』という意見にとても納得
した」と、他者の意見に触れた記述。
•「なぜ、江戸時代の人は経済か福祉かを天びんにかけたような政治を行っていたのだろう」と、歴史的背景に対する
問いを立てている。

★分析
他者の意見に耳を傾け、納得したことを率直に表現している点は、対話的な姿勢の表れです。また、歴史的な文脈に

対して疑問を持ち、背景を探ろうとする姿勢は、協働的な探究の出発点となります。これは「共感的理解」と「探究的対
話力」の萌芽といえます。

◎今後の学習に対する取組アドバイス

観点 アドバイス

思考の深化

歴史的事象を現代社会と照らし合わせて考える力があるので、今後は「なぜその政策が選ばれたの
か」「他にどんな選択肢があったのか」といった因果関係や選択の背景をさらに掘り下げるとよいで
しょう。

主体的な調整
自分の考えを変化させる力があるため、今後は「複数の立場からの見方」を意識して、対立する意見
を比較検討する力を育てていくと、より説得力のある主張ができます。

対話と協働
他者の意見に納得する姿勢があるので、グループでの議論や共同探究の場で「問いを共有する」
「他者の視点を取り入れる」ことを意識すると、より深い学びにつながります。



評価⑳ 非認知能力の見取り(3-1)

探究的な理科の学習「新しいものとつくりについて（中３）」 島本町立第一中学校 小西 広哉先生の実践より

〇「自ら考え判断し行動できる，違いを理解し自他を尊重する子ども」を見取る
１．【自己表現力】 自分の意見をつくる力・感じたことを自分なりに表現する力
２．【課題探究力】 チャレンジする力・学ぶ力
３．【社会参画力】 他者を意識する力・人を大切にする力・人と関わる力

※「みづまろキッズプラン ～ 遊びと学びをつなぐその先へ ～ （令和6年3月島本町教育委員会) 」を参照
※ 生成AI “Copilot” を活用。回答は筆者が編集



評価㉑ 非認知能力の見取り(3-2)

１．自己表現力 （自分の意見をつくる力・感じたことを自分なりに表現する力）
★抽出された内容
•「自分の意見をグループの人達に伝わるように説明するのがむずかしかった」と振り返り、自分の考えを伝えるこ
とへの課題意識を持っている。
•「自分の意見に偏りがないか、よく考えて発言したい」と今後の発言に対する姿勢を明確にしている。
★分析

自分の考えを言語化することの難しさを実感しながらも、それを乗り越えようとする意志を持っています。これは、自
己表現力の発達過程において非常に重要な気づきであり、「伝える力」だけでなく「伝わる力」への意識が芽生えて
いる証です。

２．課題探究力（チャレンジする力・学ぶ力）
★抽出された内容
•「ターゲットがあいまい」「提案がごちゃごちゃしている」など、課題の構造的な問題点を自ら発見。
•「各自違うスライドを改善する」「課題を各自さがしてくる」など、具体的な行動計画を立てている。
•「計画性がなく、計画をしっかり立て、よゆうをもって行動できていないのが私の課題」と自己分析。
★分析

探究活動の中で、課題の本質に迫ろうとする姿勢が随所に見られます。特に「曖昧さの整理」や「改善案の立案」
など、課題に対して能動的に取り組む姿勢は、探究力の核となる「構造化する力」「改善する力」が育っていることを
示しています。



評価㉒ 非認知能力の見取り(3-3)

３．社会参画力（他者を意識する力・人を大切にする力・人と関わる力）
★抽出された内容
•「4人で行うことで、自分が思いつかないような意見が出て、視野を広げることができた」と協働の価値を実感。
•「ブキム（不器用）のおかげで自分の意見をより深く考えることができた」と、他者との違いを受け入れ、学びに変えてい
る。
★分析
他者との関わりの中で自分の視野が広がることを実感しており、違いを尊重する姿勢が育まれています。特に「不器用な
仲間の存在が自分の思考を深めるきっかけになった」という記述は、協働の本質を理解している証であり、社会参画力の
成熟が見られます。

◎今後の学習に対する取組アドバイス

観点 アドバイス

自己表現力
自分の意見を伝える力が育っているので、今後は「相手の立場を想定した説明」や「図や例を使った
補足」など、伝え方の工夫を意識するとさらに効果的です。

課題探究力
課題の構造を見抜く力があるため、今後は「仮説を立てて検証する」「複数の視点から評価する」など、
探究の論理性を高める活動に挑戦するとよいでしょう。

社会参画力
他者との違いを受け入れる力があるので、今後は「異なる価値観をつなぐ役割」や「対話を促進する
ファシリテーター的な立場」に挑戦すると、より深い協働が可能になります。



さいごに



・探究学習を通じて，自己・社会の Well-ｂeing の探究者である生涯学習者を育む。

→「行動力」から「新たな価値観の創出」できるしかけ

・「探究を軸」にした単元設計，授業設計

→「逆向き設計（目標→評価→計画）」

→「単元を俯瞰する」 教科書の配列にこだわらない。

→「児童・生徒の主体性」 ファシリテーターとしてのスタンス

・子ども（幼児・児童・生徒）は「優秀な学び手」 知的好奇心であふれている

・・・「みづまろキッズプラン」の概念の有効活用

・先進技術（生成AIなど），先導的な研究の有効活用

・学校（チーム）としての「目標」「評価」「計画」の共通認識，そして何よりも「協働性」

さいごに
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